
GLP-1受容体作動薬早見表（適応は2型糖尿病のみ）

投与頻度 成分名 製品名 規格 薬価/本 用法
用量

増量間隔 打ち忘れ対処 注入時間 空打ち 注射針
開封後

期限
用量幅 開始量 通常量 最大量

1日2回 エキセナチド
バイエッタ

皮下注

5µｇペン３００
8722円

朝夕食前

(食事1ｈ以内)

食後✖

1回 5～10µg 1回 5µg 1回 10µg
1カ月以上

あけて増量

スキップ

5秒
初回

のみ
必要

30日間

（25度以下）１０µｇペン３００

1日1回

リラグルチド
ビクトーザ

皮下注
１８ｍｇ 9458円

朝または夕

(食事1ｈ以内)

食後✖

0.3～1.8㎎ 0.3mg 0.9mg 1.8mg
1週間以上の間隔で

0.3mgずつ増量
6秒 毎回 必要 30日間

リキシセナチド
リキスミア

皮下注
３００µg 4958円

朝食前

(食事1ｈ以内)

食後✖

10 ～ 20µg 10µg 20µg 20µg
1週間以上の間隔で

5µgずつ増量
10秒 毎回 必要

30日間

（25度以下）

週1回

セマグルチド
オゼンピック皮

下注
2ｍｇ 11008円 曜日ごと 0.25 ～ 1mg 0.25㎎ 0.5㎎ 1㎎

4週間以上の間隔で

0.5㎎ずつ増量

次回投与まで2日間

（48時間）以上あれ

ば、気づいたタイミング

で打ち、次回は決めら

れた曜日で。

6秒
初回

のみ
必要 8週間

デュラグルチド
トルリシティ

皮下注

0.75mg

アテオス
2807円 曜日ごと

0.75mg

(用量調節はない)

次回投与まで3日間

（72時間）以上あれ

ば、気づいたタイミング

で打ち、次回は決めら

れた曜日で。

10秒 － －

14日間

チルゼパチド
マンジャロ

皮下注

2.5㎎アテオス 1924円

曜日ごと 0.25 ～ 15mg 2.5mg 5mg 15mg
4週間以上の間隔で

0.5㎎ずつ増量
21日間

5㎎アテオス 3848円

7.5㎎アテオス 5772円

10㎎アテオス 7696円

12.5㎎アテオス 9620円

15㎎アテオス 11544円

1日1回

錠剤タイプ
セマグルチド リベルサス

3mg 139.6円

1日1回

起床時 3～14mg 3mg 7mg 14mg
4週間以上の

間隔で増量
スキップ

コップ半分以下（120ｍL以下）の水で服用

服用後、30分は飲食✖
7mg 325.7円

14mg 488.5円

・短時間作⽤型のバイエッタやリキスミアは⾷後⾼⾎糖の改善効果が優れている可能性。
・短時間作⽤型と⻑時間作⽤型との体重減少効果の差はない。
・DPP－4阻害薬とは作⽤が似ているので、原則併⽤しない。
・ビクトーザ、オゼンピック、トルリシティ、マンジャロは腎機能低下による⽤量制限がない。
・副作⽤として消化器症状があるので、必ず低⽤量から開始する。
・急性膵炎の増加リスクは否定的。
・マンジャロとトルリシティ︓マンジャロは⽤量調節ができるのがメリットだが、過度の体重減少に注意。
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